
令和４年度　日南市立北郷小中学校　学校関係者評価書 

学校の教育目標：確かな学力、豊かな感性、強い体をもち、２１世紀をたくましく生きる児童生徒の育成～幼小中一貫教育の推進と保護者・地域との連携を重視した学校運営の確立～ 
本年度重点目標：①確かな学力の向上（知）  ②豊かな感性を育む教育の充実（徳）  ③体力向上・健康安全教育の充実（体）  ④特色ある幼小中一貫教育の推進  ⑤学校・家庭・地域が一体となった教育の充実

                                                                       　　　　　　　　　　　　　　　　　※　４段階評価・・・４：期待以上　　３：ほぼ期待どおり　　２：やや期待を下回る　　１：改善を要する 

    　　　　自己評価 運営協議会   
評価項目 評価指標 方策・手立て ゴ　ー　ル　イ　メ　ー　ジ 委員評価 総合 結果考察・分析及び改善策等 

児童生徒 保護者 教師  評価 

① １ 授業改善（４＋４）を意 ・相互授業参観の実施 １　タブレットなどのICT機器を活用して、興味関心をもたせ、わか      〇　各教師が特定の教科を中心に授業
確かな学  識した取組を通し、授 ・ICTを活用した検証授業 　る・できる授業づくりに努めている。      　改善に取り組み、市・県の指導主事
力の向上  業力向上と学力向上を ・小中合同による学力調査結果　 ３．５ ３．１ ３．１   　からの助言もいただきながら、指導

(知)  図る。 　の分析、考察、対策の協議   　技術の向上が図れた。
３．４ ３．３ 

２ 家庭学習の習慣化と ・家庭学習の手引き活用 ２　基礎的な学力を定着させるために家庭学習の充実を図っている。    〇　指導方法の改善を図ったことでわ
 充実を図る。 ・自学ノート等の工夫　 ３．４ ３．０ ２．８ 　かる・できたが実感できる授業にな

　ってきた。　

 　② １ 道徳・人権教育を通し ・道徳科の指導の充実 ３　道徳、学級活動の授業等をとおして、豊かな人間関係づくりや      ○ 人権教育のレインボープランをもと
豊かな感  て、思いやりの心を育て ・人権教育週間の充実  　思いやりの心を育む「心の教育」の充実を図っている。 ３．６ ２．９ ２．８   　に思いやりや望ましい人間関係の醸
性を育む  る。 ・学級活動の充実   　成に努めた。
教育の充 ３．６ ３．５ 
実 ２ SDGｓの学習や豊かな ・各学年での体験活動の充実 ４ 豊かな体験活動（梅ちぎり、茶摘み、田植え、芋掘り、伝統芸能）    ○　北郷の豊かな自然、伝統芸能、産
　（德）  体験活動や日南ふるさ (田植え、茶摘み等) 　をとおして、郷土愛を育てる「ふるさと学習」の推進を図ってい ３．５ ３．２ ３．３ 　業等を素材にして、地域の人材を活

 と学習を通して、郷土 ・異学年間交流活動の充実 　る。　 　用して学習活動を計画どおり実施で
 愛を育てる。 ・地域の自然や産業の学習 　きた。

・伝統芸能の継承と発表会

       １ 自他の命を大切にす　 ・「命の大切さを考える日」の設定 ５ 早寝・早起き・朝ごはんの奨励と給食時の食育指導を行うと共に      ○　道徳、学級活動をとおして、命の
 　③  る児童生徒を育成する｡ 　講話等の実施 　道徳や学級活動の授業をとおして、生命・人権尊重の精神を育て ３．２ ３．０ ２．９   　大切さや人を思いやる気持ちを培う
体力の向 　る教育に努めている。    　       指導を行った。 
上、健康 ２ 基本的生活習慣の確 ・栄養教諭と連携した食育指導   〇　人権擁護団体や他の外部関係機関
安全教育  立に努める。 ・「弁当の日」（２回）実施　   　と連携し、人権と平和を大切に意識 
の充実 ・給食だより等の発行 ３．４ ３．３   していくことを学ぶことができた。

 　　　
３ 健康教育・安全教育　 ・定期的なフッ化物洗口の実施 ６　災害に対応した計画的な避難訓練の実施を行い、体育の授業、    〇　新体力テストから、小学校女子以
 の充実と体力の向上を　 ・交通安全教室の実施 　業間運動や部活動をとおして、体力の向上に努めている。　　 ３．２ ３．１ ３．１ 　外は、総合評価はＡ判定１２％以上
 図る。 ・計画的な避難訓練と救命講習法　  　を達成した。中学生においては大幅

　の実施 　に達成することができた。

　　④ １　幼小中一貫教育の推 ・合同研修会の実施 ７ 幼小中一貫教育を推進するため、園児・児童・生徒の交流活動      ○　職員間で一貫教育運営部会や合同 
特色ある 　進のため、交流活動や ・一貫教育運営部会の開催 　の充実を図っている。 ３．５ ３．２ ２．８     研修会で児童生徒の情報を共有し、 
幼少中一 　研修を図る。　 ・幼小中の交流活動の実施     教育活動に生かした。
貫教育の   
推進 ２ 英語への興味関心を ・教育課程特例校としての工夫 ８ 豊かな国際感覚を身に付けた児童生徒を育成するために、シン    ３．８ ３．７ ○　シンガポールとの交流事業は、生

　高め、コミュニケーシ ・シンガポール交流活動の充実 　ガポールとの交流活動や英語検定の受検を奨励し、英語教育の向    　徒会がリモートによる交流を実施し
 ョン能力の育成を図る｡ ・英語検定試験の奨励 　上に努めている。 ３．５ ２．９ ３．０ 　た。また、英検受検者数も微増し、

　成果も上げた。

 　　⑤ １　学校運営協議会を通 ・児童生徒、保護者、教職員による ９ 学校運営協議会、まちづくり協議会、PTAと連携した学校運営に      ○　学校運営協議会をはじめ、北郷町
学校・家 　して、PDCAによる学校 　学校評価 　努め、保護者や地域の方への案内（行事等）は、マチコミメール      　まちづくり協議会と連携を深め、学 
庭・地域 　運営を行う。 ・学校運営協議委員による評価 　で迅速に伝えると共に、学校の情報は学級通信やホームページ等 ３．５ ２．９ ３．２   　校教育に協力や支援を得ることがで
が一体と 　で情報の発信に努めている。   　きた。 
なった教 ２　積極的な情報発信を ・「学校だより」の発行    
育の充実 　行い、学校・家庭・地 ・ホームページの更新と活用   

　域の連携を図る。 ・マチコミメールの活用 ３．５ ３．４ 

３　地域学校協働活動の ・地域コーディネーターを中心に　 10　地域コーディネーターを中心に、地域人材 （民生委員・児童    ○　学校だよりを発行したり、学校の
　充実を図る。 　高齢者クラブ・婦人会・公民館長 　委員や自治会長なども含む)を積極的に活用している。 ３．５ ３．１ ３．２ 　ホームページを随時更新したり、学

　等、関係機関との協働体制の構築 　校の様々な情報を広く提供した

 


